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サ
ツ
マ
イ
モ
基
腐
病
の
理
解
を
深
め
、

対
策
を
徹
底
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。 

 

今
回
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
収
穫
期
か
ら

貯
蔵
期
に
か
け
て
の
防
除
対
策
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。 

①
収
穫
の
準
備
に
つ
い
て 

 

収
穫
前
に
、
必
ず
圃
場
を
よ
く
観
察

し
、
枯
れ
た
株
、
黄
化
し
て
い
る
株
が
な

い
か
よ
く
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。
ま

た
、
収
穫
に
使
用
す
る
コ
ン
テ
ナ
を
よ
く

洗
浄
し
、
ケ
ミ
ク
ロ
ン
Ｇ
な
ど
で
消
毒
し

ま
す
。 

②
収
穫
時
の
対
応
に
つ
い
て 

 

収
穫
し
た
イ
モ
を
よ
く
観
察
し
、
な
り

つ
る
が
黒
く
変
色
し
て
い
な
い
か
、
イ
モ

の
な
り
首
側
か
ら
の
変
色
や
腐
敗
が
な
い

か
確
認
し
ま
す
。
万
が
一
、
上
記
症
状
が

み
ら
れ
た
場
合
に
は
、
収
穫
作
業
を
や
め

て
、
抜
き
取
り
や
処
分
を
行
わ
ず
、
普
及

セ
ン
タ
ー
ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

③
貯
蔵
中
に
つ
い
て 

 

貯
蔵
中
の
イ
モ
は
、
月
に
１
回
程
度
、

腐
敗
な
ど
が
な
い
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

疑
わ
し
い
症
状
の
イ
モ
を
見
つ
け
た
場
合

は
、
そ
の
イ
モ
が
含
ま
れ
る
コ
ン
テ
ナ
を

貯
蔵
庫
か
ら
外
に
出
し
て
隔
離
し
ま
す
。 

④
収
穫
後
の
圃
場
に
つ
い
て 

 

収
穫
終
了
後
は
、
圃
場
に
残
っ
た
残
渣

は
、
腐
熟
を
促
進
す
る
た
め
細
か
く
粉
砕

し
、
丁
寧
に
耕
耘
し
ま
す
。
ま
た
、
残
渣

の
分
解
に
は
、
地
温
が
重
要
で
す
の
で
、

収
穫
後
は
で
き
る
限
り
早
い
時
期
に
耕
耘

す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。 

    
 

         

昨
年
度
か
ら
開
催
さ
れ
た
、
茨
城
で
一

番
お
い
し
い
米
を
選
ぶ
、「
い
ば
ら
き
米
の

極
み
頂
上
コ
ン
テ
ス
ト
」
が
今
年
も
開
催

さ
れ
ま
す
。 

 

応
募
資
格
は
首
都
圏
へ
の
販
路
拡
大
に

意
欲
的
な
県
内
の
生
産
者
か
法
人
と
な
り

ま
す
。
出
品
要
件
は
、
１
個
人
、
法
人
に

つ
き
１
点
で
、
今
年
度
生
産
さ
れ
た
農
産

物
検
査
を
受
け
た
も
の
と
な
り
ま
す
。 

 

出
品
料
は
無
料
で
、
出
品
申
し
込
み
期

間
は
９
月
１５
日
か
ら
１０
月
１４
日
ま
で
と

な
り
ま
す
。 

 

最
優
秀
賞
を
獲
得
し
た
米
は
、
都
内
飲

食
店
な
ど
へ
の
売
り
込
み
や
、
ア
ン
テ
ナ

シ
ョ
ッ
プ
で
の
販
売
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た

情
報
発
信
な
ど
を
県
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま

す
。 

 

申
込
方
法
に
つ
い
て
は
普
及
セ
ン
タ
ー

に
相
談
、
ま
た
は
「
茨
城
県
産
地
振
興
課

Ｈ
Ｐ
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 
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～風雪害防止のため農業用ハウスの強靭化を行いましょう～ 

  

根
田
倫
行
さ
ん
（
行
方
市
吉
川
） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

    

行
方
市
北
浦
地
区
に
お
い
て
、
レ
ン
コ

ン
栽
培
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

平
成
３０
年
に
レ
ン
コ
ン
経
営
を
両
親

か
ら
継
承
し
、経
営
発
展
に
意
欲
的
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。 

レ
ン
コ
ン
後
継
者
で
構
成
さ
れ
る「
な

め
が
た
Ｌ
Ｒ
育
成
会
」の
設
立
に
尽
力
し
、

同
会
の
活
動
等
を
通
し
て
レ
ン
コ
ン
の

栽
培
技
術
改
良
や
経
営
改
善
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。 

レ
ン
コ
ン
経
営
の
若
手
農
業
者
と
し

て
ま
す
ま
す
の
活
躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。 

   
 

方
波
見
諭
さ
ん(

Ｈ
２１
年
度
認
定
） 

宮
内
信
治
さ
ん(

Ｈ
２６
年
度
認
定
） 

 

高
崎
雄
太
郎
さ
ん
（
Ｈ
２６
年
度
認
定
） 

長
い
間
、
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。 

   

             

普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
就
農
間
も
な

い
農
業
者
を
対
象
に
、
農
業
学
園
を
開

催
し
て
い
ま
す
。 

令
和
４
年
度
は
、
６
月
28
日
に
開
講

式
お
よ
び
第
一
回
講
座
を
開
催
し
ま
し

た
。 第

一
回
講
座
で
は
、
農
業
経
営
士
の

方
に
講
師
を
お
願
い
し
、
自
身
の
経
営

や
Ｇ
Ａ
Ｐ
の
取
組
な
ど
に
つ
い
て
話
を

い
た
だ
き
、
作
業
場
や
施
設
、
圃
場
の
見

学
も
行
い
ま
し
た
。
受
講
生
か
ら
は
「
Ｇ

Ａ
Ｐ
の
取
組
み
や
自
分
の
経
営
と
異
な

る
部
分
を
見
聞
き
で
き
、
と
て
も
参
考

に
な
っ
た
。」
と
評
価
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。 今

後
、「
病
害
虫
・
農
薬
適
正
使
用
講

座
」、「
農
業
Ｗ
ｅ
ｅ
ｋ
（
大
規
模
展
示
会
）

視
察
研
修
」
等
５
回
の
講
座
を
開
催
し

て
い
く
予
定
で
す
の
で
、
是
非
ご
参
加

く
だ
さ
い
。 

  

  

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
等
を
背

景
に
、
原
料
の
国
際
市
況
の
上
昇
や
、
円

安
な
ど
の
影
響
で
肥
料
の
値
上
げ
が
続

い
て
い
ま
す
。 

施
設
栽
培
な
ど
の
連
作
圃
場
で
は
、

肥
料
成
分
が
偏
っ
て
土
壌
中
に
残
存
し

て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
機
会

に
、
土
壌
中
に
残
存
し
て
い
る
肥
料
成

分
を
明
ら
か
に
し
て
、
次
作
に
生
か
し

つ
つ
安
定
生
産
と
肥
料
代
の
削
減
を
目

指
し
、
土
壌
診
断
に
基
づ
い
た
適
正
施

肥
に
取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。 

普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
毎
月
、
土
壌
診

断
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
の
方

は
、
１
か
月
以
上
の
余
裕
を
も
っ
て
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。
乾
燥
さ
せ
た
土
壌

で
１
点
２
０
０
ｇ
程
度
、
一
人
最
大
５

点
ま
で
で
お
願
い
し
ま
す
。 

  

 

県
立
農
業
大
学
校
で
は
、
令
和
５
年

度
入
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
定
員

は
農
業
部
：
農
学
科
４０
名
、
畜
産
学
科

１０
名
、
園
芸
部
：
園
芸
学
科
３０
名
で
す
。

ま
た
、
研
究
科
は
１０
名
を
募
集
し
ま
す
。 

出
願
資
格
等
に
つ
い
て
、
詳
し
く
は

県
立
農
業
大
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

ご
確
認
下
さ
い
。 
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◆願書の受付・入学試験 


